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失音楽症患者への神経心理学的検討

脳の後天的障害により音楽能力が低下した状態を失音楽
(amusia)と呼ぶ。両側側頭葉前部の梗塞(図2)によりpure
amusiaを生じた症例では、和音の受容が低下していた
(Cortex 41: 77-83, 2005)。　和音認知を調べたPETによ
る脳賦活化実験の結果(American Journal of
Neuroradiology 24: 1843-1848, 2003)と合わせると、
側頭葉前部が和音認知に関与していると結論付けられた。

認知症患者に対する音楽療法

認知症患者に対し、週1回の音楽療法を行い、神経心理検査、
介護やへの聞き取り、さらには機能的MRIを用いて、効果を評
価している。現在進行中であり、近年中には成果を世に報告で
きると思う。

認知症の画像所見と認知機能との関連性

認知症の画像所見と神経心理検査との関連について、研究中で
ある。

カテゴリ) 芸術･スポーツ、医学･薬学

《一言アピール》
音楽大学卒業後に医師になったという経歴を活かし、音楽の脳内認知過程の研究、認知症に対する音楽療法な
どを行っています。未だエビデンスの確立していない音楽療法の有効性を、科学的に証明することが目標で
す。

脳賦活化実験による音楽認知の脳内過程の検討

Positoron emission tomography(PET)は、認知課題施行中
に放射性同位元素を静脈注射し、その脳内分布から課題遂行に
関与する脳部位を同定する手法である。図1は伴奏の認知を調
べたPET実験の結果である。視覚認知で図地弁別にはたらくと
いわれるlateral occipital complex(LOC)に活性化がみられる
(J Behavioral Brain Science 1:94-101, 2011)。
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